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岡山県内における冬期のカワウのねぐら利用個体数調査報告 

 

１．目的 

   近年、個体数・分布域が増加・拡大し、農林水産業等に被害を与えているカワウ 

  について、生息状況を把握し、今後の鳥獣被害防止対策の適正な推進のための基礎 

資料とする。 

 

２．調査の内容 

   県内の冬期カワウのねぐらを観察し、カワウの生息状況について調査した。 

 

３・調査の方法 

 （１）調査回数及び調査時期 

   年１回（冬期）カワウの生息状況のモニタリングのため、ねぐらにおける個体数 

  調査をカワウがねぐらとしている場所を特定しておいて冬期のカワウねぐら調査を 

12月中旬から１月上旬の間に行った。 

 （２）調査場所 

    県内のコロニー及びねぐら 

 （３）調査事項 

    カワウの個体数等 

① コロニー及びねぐら入りしている個体数 

② コロニー及びねぐらへ帰還してくる個体数及び飛来方向 

なお、ねぐらへ帰還してくる日没前後の時間帯において個体数及び飛来方向等を

調査しその記録を記した調査記録用紙は別紙「平成３０年度 冬期のカワウねぐ

ら調査結果 資料編」に示す。 

 

４．調査結果 

  本年度県内で冬期に生息するカワウの羽数は、７,０５３羽であった。 

 その内、吉井川水系で １,１７０羽、旭川水系で １,７３１羽、高梁川水系で１,２６９羽、 

 そして海上部における海岸域で ２,８８３羽の利用分布であった。 

 確認できたカワウのねぐら確認場所とカウント羽数を表－１に示す。 

  カワウのコロニー・ねぐら調査箇所は、４４か所行い、その中で利用していた個所は、 

 ３２個所であった。利用されていない個所は、そのほとんどが繁殖期のコロニーとして利 

 用していた場所であった。また、新たにねぐらとして確認された場所が３個所見つかった。 
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 各河川水系における出現割合を図－１に示す。 

  図－１ 令和 元年度 各河川水系における出現割合 

   

 

  図－２ 平成３０年度 各河川水系における出現割合 

   

 

  昨年と比較して羽数が１,９２８羽の増加である。今年は海岸域での増加が３ポイント 

 増加してその羽数増に拍車をかけているが、旭川水系では逆に４ポイント減少している。 
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 ねぐらの確認された場所を図－３に示す。 

  図―３ カワウの冬期ねぐらが確認された場所 
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５．まとめ 

  令和 元年度、冬期において岡山県内に生息するカワウの個体数を夕刻に「ねぐら入り」 

 する羽数をカウントして調査した結果、総数 ７,０５３羽を数えた。 

 今年度、繁殖期春のコロニーでカウントした羽数は、２,３８３羽でしたから春の繁殖期 

 と比較すると冬期は４,６７０羽、繁殖期の２倍近い個体が岡山県内に流入してきている 

 事になる。特に、海岸域での増加が大きいと思われる。 

 

  今年度確認された冬期羽数を以前の調査結果と比較すると表－２となる。 

 表－２ 

年度 Ｒ元年度 Ｈ30年度 Ｈ29年度 Ｈ28年度 Ｈ27年度 Ｈ20年度 Ｈ18年度 Ｈ14年度 

羽数 7,053 5,125 3,949 3,629 3,140 3,245 3,344 2,251 

  昨年度より、さらに１,９２８羽増えて７千羽を超えるカワウを数えるに至っている。 

 

 図－３ 経年変化図 

   

   県内の総数を見ると徐々に増加していることが分かるが、昨年度５,０００羽を超 

え、さらに今年度７,０００羽を超える羽数を確認した。 

  河川別に見ると、海岸域での羽数が多いことが分かり昨年は２,０００羽弱であったの 

  が今年度は３,０００羽弱となっている。３河川では旭川の羽数が多いことが分かる。 

  概ね３河川は千羽台で推移している。 
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